
船舶管理のDXを推進する
デジタル完成図書の開発とトライアル

2023年11月28日

株式会社MTI 服部 太樹

© 2023. MTI Co., Ltd. All rights reserved. CONFIDENTIAL



船舶管理のDXを推進する
デジタル完成図書の開発とトライアル

CONFIDENTIAL© 2023. MTI Co., Ltd. All rights reserved. 1

アジェンダ

１．導入
1-1. 簡単な自己紹介
1-2. FL設計合理化プロジェクトの概要説明

２．デジタル完成図書の概要説明
2-1. コンセプト
2-2. 機能紹介
2-3. ロードマップ

３．デジタル完成図書のトライアル
3-1. 使用ツールの紹介 （eShare PC、eGo タブレット）
3-2. トライアルの概要紹介（対象船、目的、プロセス）
3-3. 陸上検証
3-4. 船上検証
3-5. トライアルの総括

４．今後の展望



船舶管理のDXを推進する
デジタル完成図書の開発とトライアル

CONFIDENTIAL© 2023. MTI Co., Ltd. All rights reserved. 2

１．導入 │ 自己紹介

造船所

舶用機器
メーカー

船級協会

■発表者情報

氏名 ： 服部太樹

所属 ： 株式会社MTI（研究員）
担当PJT ： フロントローディングによる新造船設計の合理化

研究開発

安全運航、環境、省エネ、etc…

オープンコラボ
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１．導入 │ FL設計合理化プロジェクトの概要説明

「NYKグループESGストーリー2023 共創事例集」より引用
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ コンセプト

■デジタル完成図書＝ 3Dモデル＋従来の完成図書データ（2D MAP＋ドキュメントデータ）

船主や船舶管理会社は、デジタル完成図書を使うことで、

１．船舶の保守管理業務の 計画～実行～管理の効率化（正確かつ迅速）

２．社内での教育や類似船設計等に活用できるようにする

3D Model

2D MAP

Documents
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ 機能紹介

■ホーム画面

各種コンテンツにアクセスできる

Model ⇒ 3Dモデル
MAP ⇒ 2D配置図
Documents ⇒ メーカ図、系統図等
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ 機能紹介

■ 3Dモデル機能

3Dモデルの確認
モデルに関連する資料にアクセス可能
（メーカ図面、系統図等）
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ 機能紹介

■ 3Dモデル機能

距離の計測、作業空間の広さの確認
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ 機能紹介

■ 3Dモデル機能

避難経路や交通性、危険区域の確認
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ 機能紹介

■ 3Dモデル機能

マークアップ機能、Excelデータとのリンク
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ 機能紹介

■ MAP機能

2D配置図⇔ 3Dモデルの相互移動
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ 機能紹介

■ドキュメント機能

メーカー図⇔ 3Dモデルの相互移動
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ 機能紹介

■ドキュメント機能

系統図⇔ 3Dモデルの相互移動
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２．デジタル完成図書の概要説明 │ ロードマップと発表内容

開発

検証

実装

2024～

2021～

2023～

・デモ版を使用したユーザーテスト
・テストマーケティング
・ビジネスモデルの検討
・外部展開

■デジタル完成図書ロードマップ
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３．デジタル完成図書のトライアル │ 使用ツールの紹介

■デジタル完成図書のシステム

・SDC が管理するeShareサーバに

CADMATICの3Dモデルデータを同期
・3Dモデルとドキュメントデータをリンクし
デジタル完成図書データを構築

■利用するツール

・eShare PC

VPN経由で eShareサーバに直接アクセスし、
完成図書データの作成や修正が可能
（モデルの修正や追加はできない）

・eGoタブレット
eShare のタブレット版
事前にダウンロードした完成図書データを
オフライン環境下で使用可能

デジタル完成図書

3Dモデル同期

CADMATIC 本体

（3Dモデル設計環

境）

eShare PC eGoタブレット
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３．デジタル完成図書のトライアル │ トライアルの概要

■トライアルの概要

対象船 ：内航石炭船「うしお」

造船所 ：本田重工業
船主 ：篠野汽船
管理会社：アジアパシフィックマリン（APM）

■目的

eShare PC 及び eGoタブレットを試験的に使用いただき、

ユーザ目線で使用感や改善箇所についてフィードバックをいただく。

⇒ システムの改善や機能の追加、発展性の検討の参考とする

陸上検証

船上検証

期間 ：2023年2月～2023年6月
対象者：うしお担当監督 使用ツール：eShare PC

期間 ：2023年7月～2023年10月
対象者：うしお乗組員 使用ツール：eGo タブレット

■プロセス eShare PC eGoタブレット
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３．デジタル完成図書のトライアル │ 陸上検証

陸上検証
期間 ：2023年2月～2023年6月
対象者：うしお担当監督 使用ツール：eShare PC

✓立体的な構造把握のしやすさ
⇒ 配管貫通工事の検討において、貫通位置や配管長の確認に重宝

工事要領書の作成効率が向上し、細かな点まで記入できた

✓他者とイメージ共有のしやすさ

✓若手への教育や荷主へのアピール、リクルート等への活用
事務所のＰＣをＶＰＮ経由で
サーバにアクセス可能にした

（メールベースでの報告）

工事スペースや手順の確認



船舶管理のDXを推進する
デジタル完成図書の開発とトライアル

CONFIDENTIAL

本船への展開 業務への活用 フィードバック聴取

© 2023. MTI Co., Ltd. All rights reserved. 17

３．デジタル完成図書のトライアル │ 船上検証

船上検証
期間 ：2023年7月～2023年10月
対象者：うしお乗組員 使用ツール：eGo タブレット

（アンケート方式）

フィードバック聴取のため、うしお乗組員に対してアンケートを実施
デジタル完成図書（タブレット）の利便性や操作性、改善要望に関し質問

計9名の方にご回答いただいた

・平面図⇔ 3Dモデル機能や

寸法計測機能が便利
・3Dモデルにより本船と陸上間での
イメージ共有が円滑化

・現場では油や石炭で手が汚れているため
使用が難しく、紙図面を見る機会が多い
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３．デジタル完成図書のトライアル │ 総括

■ APMとのトライアルの総括

今回のトライアル（陸上、船上）を通じて、デジタル完成図書の船舶管理における有用性を確認できた。

 特に陸上で活用することの有用性が大きい

・本船とのコミュニケーションの円滑化（不具合報告）
・資料作成の効率化（修理依頼、入渠工事要望、部品請求）
・若手教育、荷主への営業、リクルート etc…

 船上検証においては、故障時対応などの具体的なユースケースの適用例が得られなかったものの、
特に機関士の方から評価をいただき、将来的な船舶管理への活用が期待ができる結果となった。

■学び

 デジタル機器の有用性は、ユーザーの立場や作業内容によって異なる

⇒ デジタル機器が有効な場面を絞った上でトライアルの実施、実装を進めていく

 デジタル完成図書の仕組みと、書類作成・報告業務の連携

 デジタル機器は丁寧に扱わないといけないというイメージが、使用上の心理的なハードルとなっている

⇒ 携帯性や保護性を向上させるケースや、使用上の心理的なハードルを下げるための事前周知が必要
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４．今後の展望

■その他の今後の検討項目

・「うしお」の姉妹船を対象としたトライアルの実施

・システムの改善、機能の追加
・ビジネスモデルの検討（価格設定、3Dモデルの作成プロセスなど）
・船主や管理会社、造船所への外部展開と、各社が恩恵を得られる体制作り

開発

検証
実装

2024～

2021～

2023～

デジタル完成図書
（3Dモデルデータ）

船主・管理会社

造船所・メーカー船級協会

船舶管理への活用

船級検査への活用 新造船設計へのFB

デジタル完成図書（3Dモデル）活用の将来像

新造船の検討・開発
造船DX、設計FL

3D図面承認

3D図面検査



© 2023. MTI Co., Ltd. All rights reserved.

ご清聴どうもありがとうございました。


